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 第１章は活性の高い Fe2+イオンを有した安定な多孔性構造を有する PCP の合成につ
いて述べている。Fe2+イオンは既存の合成法ではすぐに Fe3+に酸化され、PCP の内部に
導入することは難しい。本章では Fe2+イオンを含有する PCP の合成手法の開拓を主目
的とし、まず嫌気下で PCP の合成をスクリーニングできる反応システムを開発した。
このシステムを利用し、様々な Fe2+イオンからなる PCP の合成を検討し、特に
Paddle-wheel 型 Fe2+二核クラスターを有する PCP の合成に成功し、BET 表面積が 1300 
m2g-1 を超える安定な多孔性構造であることを確認した。上記 Fe2+二核クラスターは生
体中に見られる非常に活性化の高いものであり、容易に Fe3+クラスターに変化する。
このような不安定な Fe2+クラスターを安定に PCP に導入し、多孔性機能を見出すこと
ができた。 
 第２章では前章で立ち上げた嫌気下 PCP 合成システムを用い、二次元レイヤー型
Fe2+PCP の合成を行い、さらにゲストの吸着・脱着により可逆的に Fe2+と Fe3+の酸化還





することを X 線解析から確認した。 
 第３章では Fe2+と Fe3+イオンが共存する PCP の合成を目的に検討した。Fe2+イオンに
対してジカルボン酸あるいはテトラゾール系配位子を反応させることにより、３種類





第４章では Fe2+イオンよりさらに反応性が高い Cr2+からなる PCP の合成を目的とし
た。Cr2+はジカルボン酸などの配位子との反応が極めて高いため、慎重に配位子を各種
選定したところ、ジテトラゾール配位子が高純度で Cr2+イオンと PCP を形成すること
を見出した。[Cr(BDT)(DEF)] (H2BDT = 1,4-Di(1H-tetrazole-4yl)benzene)は Cr
2+イオ







造から規定し、制御することを目的とした。特に PCP の 400℃付近の化学反応に着目し、
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